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三
河
を
ホ
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ム
タ
ウ
ン
と
し
て
活
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す
る
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バ
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ト
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献
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ポ
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を
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ト
ボ
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と
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。
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績
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ま
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史
を
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の
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績
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。
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1
9
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。
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リ
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リ
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J
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↓
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と
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勝

6
度
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優
勝
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さ
ら
に
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で
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冠
を
果
た
す
な
ど
、
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イ
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き
ま
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た
。
日
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に
も
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の

選
手
を
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出
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。
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9
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「
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」
と
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の
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名
で
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。

三
河
の
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康
公
の
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」

（
岡
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）
に
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で
、
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に
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ボ
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昨
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ー
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ま
で
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6
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が
足
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、
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い
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を
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今
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ー
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で
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は
も
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ろ
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、
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ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
で
の
6
勝
を
目
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に
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強
い
覚
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を
持
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て
挑
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で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
績
は
、
26
勝
11
敗
、
中
地
区

3
位
※
と
い
う
状
況
で
す
が
、
新
加
入
し
た
須

田
侑
太
郎
選
手
が
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム

を
鼓
舞
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
以
上
に
一
体
感
あ
る

戦
い
ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
試
合
中
は
、
特

に
苦
し
い
時
間
帯
に
ハ
ド
ル
を
組
ん
で
次
の
プ

レ
ー
に
対
す
る
意
思
統
一
を
図
る
姿
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。
選
手
た
ち
が
意
識
す
る
の
は
成
長

と
進
化
。
一
日
一
日
、
改
善
を
重
ね
、
チ
ー
ム

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
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1947年
1988年
1995年
2000年

2002～2005年
2003年
2007年
2008年
2009年
2010年
2011年
2013年

2016年

愛知工業（現　㈱アイシン）のバスケットボール部として創部
JBL日本リーグ2部昇格。チーム名を「アイシン精機シーホース」に変更
JBL日本リーグ1部昇格
チーム名を「アイシン精機アイシンシーホース」に変更
全日本総合選手権（天皇杯）4連覇
チーム名を「アイシン シーホース」に変更
JBL CHALLENGE CUP優勝
全日本総合選手権（天皇杯）5回目の優勝。日本バスケットボールリーグ（新JBL）初代優勝
全日本総合選手権（天皇杯）優勝。JBLで2連覇
全日本総合選手権（天皇杯）3連覇
全日本総合選手権（天皇杯）4連覇
最後のJBLで優勝。ナショナル・バスケットボール・リーグ参戦に伴いチーム名を
「アイシン シーホース三河」に変更
B.LEAGUE参入に伴いチーム名を「シーホース三河」に変更

マスコット
キャラクター

 「シーホースくん」

Team’s History

シーズンテーマ「超えていけ。」
　シーズンテーマ「超えていけ。」に込められたのは、
「これまでの自分を、これまでの三河を超えていく」と
いう想い。今シーズンは、選手・チームスタッフのみな
らず、フロントスタッフ全員が一丸となって、強い覚悟
をもって、もっと熱く、もっとハードに戦い抜きます。

1992年1月3日生まれ。
北海道出身。
栃木（現宇都宮）、琉球、A
東京を経て、2021-22
シーズンより名古屋Dに3
シーズン在籍。昨季はキャ
プテンとしてチームを牽
引し、西地区初優勝に貢
献。今季からシーホース三
河に加入。持ち前のリー
ダーシップでチームを優
勝へ導く！

 注目選手
キャプテン
須田  侑太郎 選手13

1999年3月13日生まれ。
徳島県出身。
福岡大学附属大濠高校、
東海大学と強豪校を歩
み、大学在学中からプロ
の舞台を経験。2021-22
シーズンからシーホース
三河に加入し、エース兼
エースキラーとして攻守
両面でチームを牽引。今
シーズンもリッチマンヘッ
ドコーチは「キーマンの一
人」として期待！

副キャプテン
西田  優大 選手19

※2025年2月14日現在

写真提供・協力／シーホース三河
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シーホース三河の地域活動
Community Activities

シーホース三河は、バスケットボールを通じた
社会課題の解決に積極的に取り組んでいます。
ここでは、その一部をご紹介します。

1

2 環境への配慮

高校生の継続的な
学習の場の提供

地元高校生との「タツヲ焼きプロジェクト」　

「きれいにしよまいプロジェクト」

　「タツヲ焼き」とは、公式風マスコット「タツヲ」型のたい焼きで、Bリーグの試合
会場で販売される名物グルメです。その企画・販売を地元高浜高校の地域活動
部SBP（ソーシャル・ビジネス・プロジェクト）班の生徒たちが手掛けています。
　「タツヲ焼きプロジェクト」のはじまりは2019年。地域活動部SBP班では、以
前より、地元の伝統産業である「三州瓦」の鬼瓦職人などの協力を得て、要望に
応じた形状のたいやき金型を製作・販売する活動をしていました。シーホース三
河は、「タツヲ」型の金型を発注するだけでなく、金型製作の技術をもつグループ
企業を紹介し、より安価で早く金型製作できるようサポートしました。さらに、
ホームゲーム会場で生徒自らがタツヲ焼きを販売することを提案しました。
　それから5年、販売活動の場を提供された生徒たちは、その都度直面する課
題に対し、自ら考え工夫し乗り越えてきました。2024年、これまでの取り組み
が評価され、高浜高校地域活動部SBP班は、内閣府主催の「地方創生☆政策
アイデアコンテスト」で優秀賞に輝きました。

刈谷市体育館で試合を開催する日には、ファンと一緒に
シーホース三河のグッズを身に着けて30分～1時間程度、
刈谷市駅および刈谷駅から刈谷市体育館までの沿道を清
掃する「きれいにしよまいプロジェクト」を行っています。

青少年の育成

子ども向け
バスケットボールクリニック
西三河地域の小・中学生向けのバスケットーボールクリ
ニックの開催や、バスケットボール部に所属する生徒への
指導などのほか、愛知県内の小学生と人権について考える
イベントや講演会への参加など、これからの地域を支えて
いく青少年の育成に努めています。

「青援LOOP」
ファンなどが使わなくなったシーホース
三河の応援グッズを回収し、新しいグッズに
蘇らせるアップサイクルプロジェクトに取り組んでいます。

Tシャツやタオルなどの繊
維製品をホームゲーム会
場で回収。回収した繊維製
品はアップサイクルシステ
ムで再資源化され、スポー
ツタオルなどに蘇ります。

文部科学
大臣賞受賞！

地方創生☆政策アイデア
コンテスト2024  4冠！

3

公式風マスコット
 「タツヲ」
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岡崎信用金庫Presents

シーホース三河ホームゲーム
2025年2月1日㈯、2日㈰、岡崎中央総合公園において、
当金庫Presentsシーホース三河ホームゲームを開催しま
した。当金庫は地域貢献の一環として、2016年からシー
ホース三河の活動を応援しています。

まちの核となる新アリーナ
　2028年には、観客席数約5,000席の新アリーナが、JR三河安城駅
近くのアイシン安城工場跡地に建設予定です。地上4階建て、延床面積
は約1万5,000平方メートル。音響や照明の最新設備を備え、コンサー
トやイベントなどでの使用のほか、約6,000平方メートルの屋外広場な
ども含めた災害時の避難場所としての利用も想定されています。
　このアリーナを地域の新しい交流拠点とするまちづくりが期待
されており、シーホース三河は、地域住民とともに使い方やあり方
を考えるワークショップの開催を重ねています。

Team Mikawa!
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家康公検定 38過去問に挑戦 !

鳥居元忠の忠節心は、江戸時代の武士たちの良いお手本となりました。
戦国の時代では、武士の本義は「家と土地を守ること」であったのですが、そのた
めの争いが絶えなかったために、新しい武士の姿を「利益を求めない、主君に忠義
を尽くす、民に慈悲の心を持つ」姿に変えようとしました。そのために「正義を学ぶ
学問」とも評される朱子学を学び、お手本となる武士の姿を三河譜代の武士に求
めたのでしょう。伏見城で玉砕をした元忠の姿は「三河武士の鑑」と称賛され、江
戸時代の武士たちの鑑にもなったのです。

問 題
　駿府人質時代から付き従い、関白の秀吉から官位を推挙された際には、「私は
不才者なので二人の主に忠義を尽くす道を知りません」と固辞し、関ヶ原前哨戦
の会津攻めでは伏見城を預かって玉砕し、その忠節の生涯は「三河武士の鑑」と
称えられた譜代家臣はだれでしょうか？

⑴ 榊原 康政　　　⑵ 鳥居 元忠　　　⑶ 内藤 家長　　　⑷ 本多 忠勝

正解……⑵

解 説

鳥居元忠肖像
（常楽寺 蔵/栃木県下都賀郡壬生町）

　今回、開催された家康公シンポジウムのテーマは「家康公と三河譜代」。三河譜代とは、
三河の国において、代々、松平家に仕えた家臣のことで、仕え始めた時期によって、岩津
譜代、安城譜代、山中・岡崎譜代などに分類される場合もあるようです。今回は、三河譜
代を代表する家臣のひとりを答える問題です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんしょうせん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょくさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがみ

　一般社団法人徳川家康公に学ぶ会では、去る2月1日㈯、岡崎市せきれいホール（岡崎市朝日町）にて第５回目となる
家康公シンポジウム『家康公と三河譜代』を開催。約400名が聴講しました。
　第1部では、静岡大学名誉教授の本多隆成氏が「本多正信の台頭」をテーマに基調講演を行い、「本能寺の変」「伊賀
越え」の直後に旧武田領で発生した「天正壬午の乱」での旧武田家臣の取り込みや、秀吉と対決した「小牧・長久手の
合戦」時における外交戦略など、本多正信の家康公側近としての活躍ぶりを紹介しました。
　第2部のパネルディスカッションでは、公益財団法人德川記念財団理事長の德川家広氏をコーディネーターに、基調
講演講師の本多氏、東京大学学術博士の上垣外憲一氏がパネリストとして加わり、酒井忠次や本多忠勝など三河譜代の
家臣の特徴や活躍について議論を展開しました。

家康公シンポジウム2025
『家康公と三河譜代』開催

静岡大学
名誉教授
本多隆成氏

德川記念財団
理事長

德川家広氏

【第１部　基調講演】

主催：一般社団法人徳川家康公に学ぶ会（事務局　岡崎信用金庫地域振興部内）
協賛：公益財団法人德川記念財団、岡崎商工会議所、岡崎市徳川家康公顕彰推進協議会

【第２部　パネルディスカッション】

東京大学
学術博士

上垣外憲一氏

5



「おかしん先端科学奨学金制度」
奨学生によるオンライン成果発表会

オンラインに
て動画配信

　ノーベル賞受賞者を輩出し世界トップレベルの研究を展開する「自然科学研究機構」は次
世代の研究者育成にも力を入れており、多くの総合研究大学院大学生が研究活動を行ってい
ます。そんな日頃の研究成果を発表すべく、成果発表会を開催いたします。本年もオンライ
ンにて動画配信いたしますのでお見逃しのないようご覧ください。

　岡崎信用金庫は、大学共同利用機関法人自然科学研究機構（基礎生物学研究所、生理学研
究所、分子科学研究所）と地域連携協定を結び、岡崎市を中心とした地域における教育支援
等の活動において、地域社会の発展と人材の育成に寄与することを目的に、平成24年8月
「おかしん先端科学奨学金制度」を創設し、平成24年度より奨学金の支給を始めました。

おかしん
先端科学
奨学金制度

動画配信予定日 2025年3月21日（金）～

奨学生・発表テーマ紹介

岡崎信用金庫　地域振興部
お問い合わせ先

TEL：0564-25-7213
受付時間／9：00～17：00（土・日・祝日・12/31・1/3を除く）

視聴方法

https://www.okashin.co.jp/shougakukin2025.pdf

下記URLより
おかしんホームページへ。

（基礎生物学研究所）村上　葵 氏

アルツハイマー病の原因解明に
向けた流れの分子シミュレーション

（分子科学研究所）大多和　克紀 氏

（生理学研究所）萩原　淳 氏

有機分子の三次元敷き詰めによる
新物質創製

（分子科学研究所）廣田　宗士 氏

左右視野の情報を統合する際の
神経ネットワーク動態を調べる

浮草群落を利用した
太陽系外惑星の生命探査
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